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豊
か
な
文
化
国
家
に
す
る

た
め
に
先
人
の
築
い
て
き
た

文
化
遺
産
、
文
化
財
保
護
の

重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
た

め
の
予
算
を
確
保
す
る
必
要
を
痛
感
す

る
。
県
教
委
・
県
文
化
財
保
護
協
会
主

催
の
中
南
信
研
修
会
が
11
月
12
日
行
わ

れ
、
講
演
「
い
ま
、
遺
跡
保
存
を
考
え

る
」
が
あ
っ
た
。
講
師
は
椎
名
新
太
郎

山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
主
に
埋
蔵

文
化
財
を
論
じ
た
が
、
広
く
文
化
財
全

般
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
▼
遺
跡

保
存
の
状
態
を
見
る
と
、
費
用
が
公
共

事
業
・
民
間
事
業
の
合
計
で
１
９
９
７

年
を
ピ
ー
ク
に
急
減
し
て
い
る
。
国
・

地
方
と
も
に
文
化
財
予
算
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
現
在
国
家
予
算
に
占
め
る

比
率
は
、
欧
米
は
１
％
、
日
本
は
０
．

１
％
。
日
本
は
極
端
に
少
な
い
。
自
民

党
政
権
は
文
化
に
は
冷
た
い
。
貴
重
な

埋
蔵
文
化
財
が
、
土
地
利
用
の
際
に
調

査
報
告
さ
れ
な
い
ま
ま
破
壊
さ
れ
て
し

ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
、
調
査
員
を
増
や

し
予
算
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
問
題
は
考
古
学
に
限
ら
な
い
。
伊
那

市
文
化
財
審
議
委
員
は
、
か
つ
て
15
名
、

今
は
７
名
。
合
併
し
た
高
遠
２
名
、
長

谷
１
名
、
合
計
10
名
と
半
分
以
下
に
減

ら
さ
れ
た
の
は
困
る
。
巨
樹
や
歴
史
的

遺
物
、
絶
滅
危
惧
種
等
植
物
・
動
物
全

般
に
、
ま
た
神
社
仏
閣
、
小
さ
な
お
堂
、

民
間
信
仰
、
民
族
行
事
遺
物
ま
で
絶
え

ず
目
配
り
し
、
重
要
な
も
の
は
文
化
財

に
指
定
し
て
そ
の
保
存
と
活
用
に
資
す

る
た
め
に
。

（
Ｔ
）

地 蜂

藤
野
や
す
ふ
み
衆
院
北
陸
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
予
定
候
補
は
、
11
月
末
、

伊
那
の
各
地
で
消
費
増
税
ス
ト
ッ
プ
、

平
和
外
交
と
原
発
ゼ
ロ
の
道
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
原
発
の
半
分
が
集
中
す
る

北
陸
信
越
で
、
共
産
党
を
伸
ば
し
安
倍

政
権
の
原
発
推
進
路
線
に
打
撃
を
与
え

よ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
区
予
定
候
補
の
水
野
ち

か
あ
き
氏
は
伊
那
を
は
じ
め
選
挙
区

内
で
街
頭
や
屋
内
の
集
会
で
「
こ
の
２

年
間
、
安
倍
政
権
が
や
っ
て
き
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
私
は
正
面
か

ら
対
決
し
、
国
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と
力
を

こ
め
た
訴
え
を
し
て
い
ま
す
。

15
日
藤
野
予
定
候
補
の
演
説
を
聞
い

た
男
性
（
43
）
は
「
安
倍
さ
ん
は
、

『
政
治
と
カ
ネ
』
を
は
じ
め
全
部
で
追

い
つ
め
ら
れ
た
。
共
産
党
に
伸
び
て
ほ

し
い
」
と
期
待
。

21
日
の
集
会
で
水
野
予
定
候
補
の
話

を
聞
い
た
女
性
（
60
代
）
は
「
安
倍
さ

ん
は
庶
民
に
増
税
、
大
企
業
に
減
税
で

あ
き
れ
て
る
。
今
度
は
沖
縄
で
勝
て
た

し
頑
張
れ
ば
勝
て
る
と
思
う
。
勝
ち
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

伊
那
民
報

発行：日本共産

党伊那市委員会

伊那市狐島3879
TEL：72－2465

ＨＰ：jcp上伊那

にＮＯ！を
12
月
14
日
投
票
の
総
選
挙
「
暴
走
政
治
」
に
ス
ト
ッ
プ
を

藤
野
氏
（
比
例
）

議
席
必
ず

水
野
氏
（
５
区
）
先
頭

に
政
策
と
支
持
訴
え

安
倍
首
相
が
国
民
の
怒
り
と
運
動
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
の
解
散
・
総
選
挙

は
、
12
月
２
日
公
示
、
14
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。
安
倍
暴
走
政
治=

集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
・
消
費
税
増
税
・
原
発
再
稼
働
・
社
会
保
障
削
減
・
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
新
基
地
建
設
等
＝
に
Ｎ
Ｏ
！
の
審
判
を
下
せ
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

☆
選
挙
制
度
解
説

比
例
は
政
党
名
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

候
補
者
名
を
書
く
と
無
効
に

な
り
ま
す
。

藤野やすふみ

比例予定候補

集団的自衛権・消費税増税・原発・
社会保障削減・ＴＰＰ・新基地

「
勝
て
る
」
「
勝
た
な
く
て
は
」

の
声
広
が
る

高
遠
で
市
政
報
告
会

共
産
党
伊
那
市
議
団
は
11
月
16

日
、
高
遠
公
民
館
「
や
ま
す
そ
」

で
市
政
報
告
会
を
開
催
、
30
人
余

が
参
加
し
ま
し
た
。

３
人
の
議
員
か
ら
９
月
の
市
議

会
で
取
り
上
げ
た
内
容
が
報
告
さ

れ
、
質
問
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。80

代
の
男
性
は
「
良
い
報
告
を

聞
く
こ
と
が
出
来
た
、
党
の
議
員

が
頑
張
っ
て
い
る
ね
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

水野ちかあき

５区予定候補
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今
年
の
農
協
か
ら
農
家
へ
の
仮
渡
金

は
、
去
年
を
１
俵
（
60
kg
）
１
７
３
６

円
も
下
回
る
１
万
０
１
９
２
円
。
２
年

連
続
の
大
暴
落
で
す
。
米
１
俵
の
生
産

コ
ス
ト
は
１
万
６
千
円
余
（
農
水
省
調

査
）
、
コ
メ
農
家
は
大
赤
字
で
す
。
大

規
模
な
コ
メ
農
家
ほ
ど
打
撃
は
大
き
く
、

「
こ
ん
な
低
米
価
で
は
来
年
の
コ
メ
の

再
生
産
が
で
き
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

上
伊
那
農
協
の
試
算
で
、
米
価
の
暴

落
で
コ
メ
農
家
が
受
け
る
収
入
減
は
全

体
で
10
億
円
以
上
に
も
な
り
、
こ
の
減

収
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
上
伊
那
経
済

に
も
極
め
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
と

し
て
い
ま
す
。
（
＊
昨
年
度
の
上
伊
那

の
コ
メ
農
家
の
販
売
総
額
は
42
億
円
）

御
子
柴
組
合
長
は
米
価
暴
落
の
原
因

と
し
て
、
コ
メ
の
価
格
を
市
場
原
理
に

ま
か
せ
る
政
府
の
需
給
調
整
の
無
策
に

よ
っ
て
コ
メ
の
在
庫
が
増
え
た
こ
と
、

さ
ら
に
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を
毎
年

77
万
ト
ン
も
輸
入
し
て
い
る
こ
と
を
あ

げ
、
そ
の
分
が
過
剰
米
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
過
剰
米
は
、

政
府
が
率
先
し
て
「
備
蓄
米
」
や
「
海

外
食
料
援
助
」
に
回
す
な
ど
し
て
市
場

か
ら
隔
離
し
、
米
価
暴
落
で
苦
し
む
農

家
と
地
域
経
済
を
守
る
方
策
を
提
案
し

ま
し
た
。

同
時
に
、
農
家

が
ど
う
し
て
も
必

要
な
最
低
コ
ス
ト

だ
け
は
保
障
で
き

る
仕
組
み
、
米
の

再
生
産
の
保
障
さ

れ
る
価
格
維
持
の

政
策
を
、
政
府

に
求
め
る
上
伊

那
農
政
集
会
を
、
全
国
に
さ
き
が
け
て

11
月
25
日
に
緊
急
に
開
催
す
る
と
と
も

に
、
市
町
村
議
会
に
も
陳
情
書
を
出
す

と
述
べ
ま
し
た
。
政
府
は
す
で
に
来
年

産
米
の
減
反
強
化
を
言
い
出
し
て
い
ま

す
。
選
挙
で
各
党
の
政
策
に
注
目
し
た

い
と
語
り
ま
し
た
。

米
価
暴
落
大
打
撃
！

上
伊
那
で
10
億
円
余
の
減
収

米
価
の
大
暴
落
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
編
集

部
は
、
11
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
御
子
柴
茂
樹
組
合

長
に
、
米
価
暴
落
の
原
因
や
対
策
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

コ
メ
農
家
は
大
赤
字

Ｊ
Ａ
上
伊
那
御
子
柴
組
合
長
に
聞
く

１
合
25
円
で
は
水
よ
り
安
い

手
良

白
鳥

廣
明

つ
い
に
26
年
産
米
の
価
格
が
１
万

円
に
！
コ
メ
農
家
を
バ
カ
に
し
て
い

る
。
春
か
ら
一
生
懸
命
育
て
、
収
穫

の
秋
が
た
め
息
の
秋
に
な
っ
た
。
規

制
緩
和
だ
、
市
場
原
理
だ
、
政
府
の

都
合
で
農
家
や
消
費
者
の
こ
と
は
そ
っ

ち
の
け
、
農
家
は
再
生
産
ど
こ
ろ
で

は
な
く
な
っ
た
。
我
が
家
も
長
男
と
、

来
年
ど
う
し
よ
う
か
と
頭
を
抱
え
て

い
る
。
ち
な
み
に
我
が
家
、
水
田
24

㌶
で
稲
作
12
㌶
、
酪
農
成
牛
15
頭
の

複
合
農
業
で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
経

営
維
持
を
し
よ
う
か
と
・
・
・
。
怒

り
多
き
こ
の
頃
で
あ
る
。

さ
あ
！
選
挙
、
国
民
に
責
任
を
持

つ
政
党
を
も
っ
と
大
き
く
し
よ
う
！

コ
メ
農
家
白
鳥
さ
ん
は
訴
え
る

暴
落
の
原
因
は
、

政
府
の
無
策
と
輸
入
米

各
党
の
政
策
に
注
目

子
ど
も
の
育
ち
と
保
育
・
教
育
を

考
え
る
会
は
、
20
日
、
西
箕
輪
ぬ
く

も
り
館
で
、
学
習
会
を
開
催
。
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
春
近
中
央
保
育
園
の
篠
田
千
栄

子
園
長
と

チ
ャ
イ
ル

ド
ラ
イ
ン

す
わ
事
務

局
の
宮
澤

節
子
局
長

が
講
演
し

ま
し
た
。

＊
高
遠
町
９
条
の
会

平
和
の
祭
典
に
12

名
が
参
加
し
、
手
作
り
の
旗
を
披
露
。
そ

の
後
「
憲
法
９
条
を
守
る
看
板
」
を
設
置

し
よ
う
と
協
力
を
呼
び
か
け
。

＊
竜
東
地
区

「
９
条
の
会
」
を
結
成
す

る
動
き
。
30
人
以
上
が
賛
同
。

＊
美
篶
９
条
の
会

１
月
に
「
戦
争
体
験

談
を
聞
く
会
」
を
計
画
。
他
の
９
条
の
会

や
高
校
生
に
も
呼
び
か
け
予
定
。

＊
手
良
９
条
の
会

初
め
て
「
憲
法
９
条

を
守
る
県
民
過
半
数
署
名
」
の
訪
問
行
動
。

１
月
に
も
計
画
。
「
憲
法
を
守
る
手
良
９

条
の
会
」
の
幟
旗
も
作
る
予
定
。

＊
東
春
近
９
条
の
会

平
和
の
祭
典
を
中

心
に
な
っ
て
と
り
く
む
。
９
条
看
板
設
置
。

毎
月
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
持
続
的
に
活
動
。

市
内
の

９
条
の
会
の
動
き話し合う参加者のみなさん

知ろう学ぼう子どもの権利

インタビューに応える御子柴さ

ん（正面）。右奥は党飯島市議

25
日
、
農
政
集
会
。
参
加
者

全
員
で
「
が
ん
ば
ろ
ー
」
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木
曽
戦
争
展
を
見
て

建
石
繁
明

先
日
の
15
～
16
日
に
、
木
曽
戦
争
展
が
上
松
町
で
あ
り
、
16

日
に
見
に
行
き
ま
し
た
。
会
場
の
公
民
館
の
駐
車
場
か
ら
眺
め

る
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
は
、
伊
那
谷
か
ら
の
眺
望
と
著
し

く
異
な
り
、
峻
険
な
山
脈
に
目
を
瞠
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
遺
品
と
し
て
は
、
私
の
一
番
関
心
の
あ
る
三
八
銃
が
展

示
さ
れ
て
い
て
、
細
部
ま
で
写
真
に
写
し
ま
し
た
。
隣
で
子
供

連
れ
の
父
親
が
小
学
４
年
生
の
男
の
子
に
、
「
一
発
し
か
撃
て

な
い
三
八
銃
で
、
機
関
銃
と
戦
っ
て
も
勝
て
な
い
わ
な
」
と
話

し
て
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
展
を
み
せ
て
も
ら
っ
て
の
私
の
発
見
は
、
協
和
会

中
央
本
部
開
拓
科
編
輯
に
よ
る
「
満
州
農
民
へ
の
理
解
」
で
す
。

へ
ん
し
ゅ
う

満
州
移
民
を
目
指
す
人
々
に
訓
練
生
と
し
て
の
教
育
を
授
け
る

た
め
の
教
科
書
の
一
冊
で
す
が
、
こ
の
冊
子
数
冊
を
持
ち
帰
っ

た
、
木
曽
福
島
町
出
身
の
田
沢
安
夫
さ
ん
の
遺
品
と
し
て
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
小
冊
子
の
〝
ま
へ
が
き
〟
に
、
「
満
州
農
民
と
我
々
と

の
結
ば
り
は
『
誠
』
に
始
ま
り
、
『
誠
』
に
盡
き
る
ー
読
者
の

つ

理
解
に
期
待
せ
ん
と
す
る
点
は
そ
こ
で
あ
る
。
満
州
国
民
の
大

部
分
は
漢
民
族
で
あ
り
、
漢
民
族
に
つ
い
て
語
っ
た
・
・
。
」

か
ら
始
ま
り
、
「
長
白
山
が
生
ん
だ
女
眞
族
即
ち
清
朝
が
、
よ

く
漢
民
族
を
統
治
し
た
こ
つ
は
、
彼
等
が
戦
争
を
し
て
敵
地
を

・

・

占
領
す
る
と
、
そ
の
土
地
は
必
ず
原
住
民
に
統
治
さ
せ
た
。
そ

の
社
会
が
も
つ
生
き
た
性
格
を
よ
く
呑
み
込
ん
で
、
こ
れ
を
活

用
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
私
共
は
、
こ
れ

ら
の
事
実
の
う
ち
に
、
満
州
国
統
治
の
こ
つ
を
会
得
す
べ
き
で

・

・

あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
「
ク
マ
と
私
の
付
き
合
い
」
は
休
み
ま
す
。
）

プロ ＆

22
日
、
生
協
総
合
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
い
な
で
、
国
保
問
題
の
学

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
実
行
委
（
上
伊
那
民
商
・

新
婦
人
伊
那
支
部
・
医
療
生
協

な
ど
７
団
体
で
構
成
）
が
主
催

し
た
も
の
で
、
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
師
は
、
湯
浅
健
夫
氏
（
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局

長
）
で
、
豊
富
な
資
料
に
基
づ

き
①
国
民
健
康
保
険
と
は
な
に

か
②
高
い
国
保
税
（
料
）
の
原

因
は
③
医
療
・
介
護
な
ど
最
近

の
国
の
動
き
④
国
保
の
広
域
化

（
都
道
府
県
単
位
化
）
に
つ
い

て
⑤
国
保
税
（
料
）
引
き
上
げ

と
ど
う
た
た
か
う
か
、
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

国
保
の
加
入
者
は
、
低
所
得

者
が
多
く
、
事
業
主
負
担
が
な

い
分
、
国
庫
負
担
分
で
支
え
る

べ
き
。
発
足
時
の
１
９
８
４
年

は
約
50
％
を
負
担
し
て
い
た
の

に
、
年
々
そ
の
率
を
下
げ
、
２

０
０
８
年
は
、
25
％
で
し
か
な

い
。
こ
の
削
減
が
国
保
税
を
高

く
し
て
い
る
一
番
の
原
因
と
説

明
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
引
き
上
げ
に
対

す
る
具
体
的
な
た
た
か
い
方
を

も
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
柳
川
市
議
か
ら
は
、

伊
那
市
の
具
体
的
な
数
値
の
資

料
の
配
布
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

民
間
の
団
体
が
、
子
ど
も
の
切
実

な
声
を
聴
く
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
」

と
い
う
電
話
を
運
営
し
て
い
る
。
実

際
に
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
方
の
話

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
２
０
１
３
年
に
長
野
県

の
子
ど
も
が
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
に
か
け
た
件
数

は
、
１
万
１
６
９
７
件
で
、
受
付
時
に
は
常
時
６

名
が
待
機
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
南
信
に

も
ぜ
ひ
開
設
を
と
背
中
を
押
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
て
２
０
年
に

な
る
が
、
日
本
の
子
ど
も
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

は
、
い
っ
こ
う
に
良
く
な
ら
な
い
。
特
に
、
日
本

の
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
が
際
立
っ
て
低
い

こ
と
が
気
に
な
る
。
他
者
に
よ
る
評
価
に
よ
っ
て

自
分
の
価
値
を
決
め
ら
れ
る
と
い
う
、
点
数
評
価

偏
重
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
か

ら
感
じ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
や
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も

大
き
い
。
大
人
も
子
ど
も
も
、
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
周
り
の
自
然
を
見
渡
す
一
時
が
ほ

し
い
。

市議の窓 こ
れ
で
い
い
の
か
！

高
す
ぎ
る
国
保
税
・
後
期
高
齢
者
保
険
料

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

前
沢
け
い
子

―
実
行
委
が
国
保
問
題
学
習
会
を
開
催
ー

熱心に話を聞く参加者

ぷろ
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戦
争
の
傷
跡
は

福

島

三
澤

豊

(

92)

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
四
月
、
私
は
或
小

学
校
の
四
年
東
組
の
、
担
任
教
師
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
三
十
二
人
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に

父
親
の
な
く
な
っ
て
い
る
子
が
、
十
五
人
い
ま
し
た
。

隣
の
西
組
は
、
三
十
二
人
中
、
半
数
の
十
六
人
で
し

た
。敗

戦
後
の
混
乱
、
不
況
の
中
で
、
病
気
で
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
以
外
は
、
戦
死
だ
っ
た
の
で
す
。

彼
等
は
、
父
親
の
顔
は
、
写
真
で
見
る
だ
け
。
結
婚

直
後
の
出
征
な
の
で
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
、

一
度
も
な
い
の
で
す
。
母
親
は
若
い
ま
ま
、
未
亡
人

の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

山
裾
の
農
村
は
、
空
襲
も
な
く
、
穏
や
か
な
所
で

あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
戦
争
の
傷
跡
は
、
容
赦
な
く
、

彼
等
が
、
七
十
歳
を
過
ぎ
た
今
も
、
な
お
心
の
ど
こ

か
に
、
陰
を
落
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
今
、
再
び
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の

足
音
が
、
聞
こ
え
て
く
る
の
で

す
。
彼
等
の
戦
後
は
終
わ
っ

て
い
な
い
の
に
。

随
想

☆ 第1回健康づくり交流会
１２月７日（日） 午前１０時～１２時

東春近「ふれあい館」（ＪＡ春富支所北隣）

どなたでも自由に参加できます。

主催 上伊那医療生協健康づくり委員会

連絡先 組合員センター（79－8702）

☆ 太陽光発電裁判（スラップ訴訟）
１２月１７日（水）午前11時15分～

長野地裁伊那支部

連絡先 支援する会（96－0224）

☆ 上伊那平和のつどい
「八法亭みややっこの憲法噺」

ばなし

１２月２１日（日）午後6時半～
南箕輪村民センター

協力金 １０００円

上伊那原水協・母親連絡会共催

連絡先 馬場（090‐3558‐5360）

山崎（73‐5360）

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半

いなっせ北側広場

主 催 さよなら原発上伊那の会

連絡先 医療生協組合員センター

（79－8702）

風物詩 しめ飾りづくり
（生協総合ケアセンターいな）

赤
旗
ま
つ
り
の
成
功
を
確
信
に
、

総
選
挙
勝
利
を
！

３
日
間
で
15
万
人
が
集
っ
た
41
回
目
の
赤
旗
ま
つ

り
は
大
成
功
。
上
伊
那
か
ら
は
80
名
余
が
参
加
。
志

位
委
員
長
の
記
念
講
演
や
演
歌
の
大
御
所
八
代
亜
紀

さ
ん
を
じ
か
に
聴
け
、
目
当
て
の
物
を
買
い
、
皆
、

満
足
。
帰
路
車
中
で
感
想
や
想
い
な
ど
語
り
合
い
、

歌
も
出
て
老
い
も
若
き
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
３
週
間
、
安
倍
政
権
は
国
民
に
追
い
込
ま
れ

て
つ
い
に
解
散
に
。
「
亡
国
政
治
Ｎ
Ｏ
！
」
の
審
判
を

下
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
赤
旗
し
ん
ぶ
ん
購
読
者

の
力
、
パ
ワ
ー
一
気
に
全
開
し
ま
し
ょ
う
。
（
Ｉ
）

「
生
活
リ
ハ
ビ
リ
サ
ポ
ー
ト
い
な
」

で
、
作
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
用
八
百
円
、
神
棚
用
五
百
円

で
注
文
受
付
中
。

連
絡
先
：
０
９
０
‐
１
８
６
５
‐

１
７
４
９
（
中
村
）

編集部に届いたファンレターを紹介します。→

しめ飾りを持つ職員さん
「ご注文待ってま～す」

内容：建石繁明先生のファンです。毎号とても楽しみ

にして読んでいます。もちろん他の記事もこの地域のこ

とがよくわかるので勉強になります。老婆読者より


